
今月の主な内容

今月の表紙
貴志川の上流に位置し、手つかずの自然が
残る“だるま石渓谷”。だるまのような形を
した丸い巨岩があり、だるま大師が祀られ
ていたと伝えられています。

（紀美野町滝ノ川地区）
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議  

案
専
決
処
分
の
承
認

□
平
成
22
年
度
紀
美
野
町
老
人

保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

条
例
の
制
定

□
紀
美
野
町
移
動
通
信
用
鉄
塔
施

設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

人
　
事

□
副
町
長
の
選
任
同
意

　

氏
名　

小
川
裕
康
氏

そ
の
他

□
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

□
紀
美
野
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

※
平
成
22
年
度
各
会
計
補
正
予
算

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
22
年
和
歌
山
県
知
事
表
彰

の
表
彰
式
が
５
月
26
日
和
歌
山
市

で
あ
り
、
美
野
勝
男
氏
が
地
方
自

治
部
門
で
仁
坂
知
事
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
58
年
８
月
美
里
町

こ
の
度
、
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
か
ら

町
に
救
急
救
命
に
役
立
て
く
だ
さ

い
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）４
台
と
オ
ー
ト
パ
ル
ス

心
肺
蘇
生
シ
ス
テ
ム
２
台
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

５
月
17
日
、
役
場
で
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
の
岡
本

眞
和
代
表
理
事
専
務
か
ら
寺
本
町

長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
、
両
機
器
は
救
急
救
命
処

置
の
た
め
、
主
に
救
急
車
に
搭
載

し
、
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平成22年度  補正予算   （△は減額　単位：千円）

会　計　区　分 補正額 補正後の歳入
歳出予算額

一　　般　　会　　計 47,770 6,689,770 

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業
特別会計 1,890 1,514,120 

国民健康保険診療所
事業特別会計 △ 10,315 95,580 

老人保健事業
特別会計 184 760 

後期高齢者医療
特別会計 288 351,507 

介護保険事業
特別会計 10,036 1,504,222 

のかみふれあい公園
運営事業特別会計 2,978 45,121 

美里簡易水道事業
特別会計 16,741 146,383 

企　業　会　計
公営
企業

上水道事業会計
（収益的収支） 0 120,455 

（専決処分を含む）

一般会計補正予算の主な内訳    （単位：千円）

・町道神原線整備事業 11,400 
・町道柴目七山バイパス線改良事業 1,000 
・農作物出荷サポート事業 408 
・認知症地域支援体制構築モデル事業 1,648 
・子育て支援特別対策事業（AED） 1,383 
・3 歳児への日本脳炎接種 463 
・小西浦集会所路側部補強工事 2,234 

議
会
だ
よ
り
　
　
　
第
二
回
定
例
議
会

平
成
22
年
第
２
回
紀
美
野
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
８
日
に
招
集
さ

れ
、
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
22
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
及
び
改
正
、専
決
処
分
の
承
認
な
ど
案
件
15
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
表
彰  

受
賞
!!　
　
美
野
勝
男
氏
（
毛
原
下
）

議
会
議
員
に
初
当
選
、
以
来
長

き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
約

３
年
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な

運
営
に
当
た
ら
れ
た
ほ
か
、
各
常

任
委
員
会
の
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、

林
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
場
産
業

の
振
興
な
ど
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
合
併
後
の
紀
美
野
町

に
お
い
て
、
平
成
19
年
５
月
か
ら

議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
る

岡
本
代
表
理
事
専
務
か
ら
寺
本
町
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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７
月
25
日
、
紀
美
野
町
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
お
い
て
第
23
回
和
歌
山

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
消
防

団
員
の
士
気
の
高
揚
と
消
防
技
術

の
充
実
強
化
な
ど
を
目
的
に
2
年

に
1
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

町
か
ら
は
、
紀
美
野
町
消
防
団
第

１
分
団
（
下
佐
々
地
区
）
が
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
大
会
に
向
け

て
週
２
夜
激
し
い
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

藤
井
慶
介
第
一
分
団
長
は
、「
地

元
開
催
で
も
あ
り
、
大
会
で

は
訓
練
の
成
果
を
十
分
発
揮

し
、
上
位
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
手
は
、
坂
本
健
明
氏
、

穂
谷
和
矢
氏
、小
椋
孝
也
氏
、

田
渕
鉄
也
氏
、寺
本
正
樹
氏
、

浦　

量
基
氏
、向　

和
孝
氏
、

松
本
良
彦
氏
、庄
司
益
陸
氏
、

井
堰
哲
明
氏
の
方
々
で
す
。

　

御
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。	

　

な
お
、
大
会
当
日
は
県
内

よ
り
多
く
の
消
防
関
係
者
が

本
町
に
来
ら
れ
る
た
め
交
通

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

去
る
５
月
22
日（
土
）、
今
回
で

３
回
目
と
な
る
紀
美
野
町
産
山
椒

の
消
費
拡
大
・
販
売
促
進
と
紀
美

野
町
の
情
報
発
信
の
一
環
行
事
を

京
都
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
初
め
て
京
都
市
中
央
卸

売
市
場
の
青
果
物
関
係
セ
リ
台
に

お
い
て
、
寺
本
町
長
自
ら
山
椒
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
天
候
の
関
係
で
山
椒
の

入
荷
量
が
少
な
く
残
念
で
し
た

が
、
来
週
か
ら
入
荷
が
安
定
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
場
の
皆

さ
ん
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
例
年
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
城
陽
市
の
ス
ー
パ
ー
山

田
屋（
久
津
川
店
）に
て
、
生
山
椒

の
店
頭
販
売
を
町
長
、
町
職
員
及

び
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
関
係
者
で
行
い

ま
し
た
。

京
都
で
は
、「
ち
り
め
ん
山
椒
」

な
ど
郷
土
料
理
に
生
山
椒
を
使
用

す
る
こ
と
が
多
く
、
当
日
も
多
く

の
皆
様
方
に
紀
美
野
町
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
５
０
０
ｇ

の
箱
入
り
の
旬
の
生
山
椒
を
買
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「この一票  託そうこの国  わたしの未来」参議院議員通常選挙 投票日 ７月11日（日）
投票日（選挙期日）の投票時間が次回の選挙（参議院選挙）から下記のとおりになります。
お間違えのないようお越しください。

第１投票所～第11投票所　午前７時～午後７時
第12投票所～第21投票所　午前７時～午後６時

※なお、期日前投票の投票時間に変更はありません。
　期日前投票期間中、午前８時３０分から午後８時までです。
　選挙当日予定等があり投票所へ出向けない場合、期日前投票をご利用ください。

紀
美
野
町
消
防
団

　

第
一
分
団
が
出
場
し
ま
す

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

寺
本
町
長
ら

　

町
産
「
生
山さ

ん
し
ょ
う椒
」
を
Ｐ
Ｒ
!!

京
都
市
中
央
卸
売
市
場
に
て

訓
練
に
励
む
選
手
た
ち

（
６
月
11
日
・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

セ
リ
台
で
生
山
椒
を
Ｐ
Ｒ
す
る
寺
本
町
長

【紀美野町選挙管理委員会】
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本
年
度
よ
り
、
き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人（
N
P
O
法
人
）の
認
定
を

受
け
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
定
住
希

望
者
の
定
住
相
談
や
町
内
の
案

内
、
町
内
の
空
き
家
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
和
歌
山
大

学
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
地

域
の
自
然
や
生
活
文
化
な
ど
を
調

査
し
、
紀
美
野
の
魅
力
を
都
会
へ

発
信
し
て
い
く
活
動
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
を
回
っ
て
定
住
に

対
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め

の
地
域
説
明
会
も
予
定
し
て
お
り

　

コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
電
気

を
流
し
て
よ
い
限
度
が
あ
り
ま

す
。
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
な
ど
を

使
っ
て
た
こ
足
配
線
を
す
る
と
、

過
度
の
電
流
が
な
が
れ
て
大
変
危

険
で
す
。
電
源
の
差
込
口
を
分
け

る
か
、
使
用
機
器
を
減
ら
す
な
ど

の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。　

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
だ
よ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

あ
な
た
の
お
家
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
??

　
日
頃
か
ら
電
気
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

～防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り～
第60回「社会を明るくする運動」
～犯罪や非行を防止、立ち直りを支える地域のチカラ～	 ７月１日～７月31日

◎すべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの
更生に理解を深め、それぞれの立場において、力をあわせ犯
罪や非行のない明るい社会を築こうとする、法務省主唱の全
国的な運動です。
◎紀美野町では、７月１日（木）に、保護司会、更生保護女性
会により、各種団体への呼びかけや街頭での啓発を実施しま
す。
◎町民の皆さんのこの運動に対する理解と協力をお願いいたし
ます。

紀美野町保護司会　紀美野町更生保護女性会　紀美野町住民課

～みんな　そろって　すこやかに～
第46回「夏の子どもをまもる運動」	 ７月１日～８月31日

◎非行や犯罪の被害を防止しましょう。
◎水の事故、交通事故から子どもをまもりましょう。
◎明るい家庭、明るい地域を作りましょう。
◎飲酒、喫煙等の不良行為を防止しましょう。
◎青少年の有害環境を浄化しましょう。

紀美野町青少年育成町民会議　紀美野町青少年育成委員会
紀美野町青少年センター

昨年の街頭啓発風景
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６
月
６
日（
日
）に
野
上
中
学
校

体
育
館
で
第
５
回
紀
美
野
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流
剣
道
大

会
が
行
わ
れ
、
左
記
の
成
績
を
収

め
ら
れ
ま
し
た
。

《
個
人
戦
》

小
学
生
高
学
年
の
部

２
位　

北　

晃
知　

３
位　

松
本
遥
奈
・
上
中
虹
輝

中
学
生
男
子
の
部

３
位　

西
浦
大
樹

中
学
生
女
子
の
部

１
位　

上
中
麻
瑚

《
団
体
戦
》
小
学
生
高
学
年
の
部

１
位　

生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

（
北　

晃
知
・
奥
田
有
哉
・
松
本

遥
奈
）

【
第
13
回
イ
ー
ス
ト
パ
ル
カ
ッ
プ

大
会
】
３
位
〈
４
月
10
日
（
土
）

11
日
（
日
）〉

【
小
倉
高
積
第
14
回
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
大
会
】
全
勝
優
勝
〈
４
月

24
日
（
土
）
25
日
（
日
）〉

【
第
６
回
淡
路
市
長
杯
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
】〈
５
月
１
日
（
土
）

２
日
（
日
）〉

《
一
次
予
選
戦
》
２
勝
１
敗
で
佐

野
運
動
公
園
杯
へ
進
出

淡
路
佐
野
運
動
公
園
杯
優
勝

【
海
南
市
民
総
体
】５
月
９
日（
日
）

《
高
学
年
の
部
》
優
勝
（
日
方
グ

ラ
ン
ド
）

《
低
学
年
の
部
》
決
勝
戦
で
同
点

Ｐ
Ｋ
戦
で
惜
し
く
も
準
優
勝
（
沖

野
々
グ
ラ
ン
ド
）

　

６
月
６
日（
日
）農
村
セ
ン
タ
ー

で
、
海
南
海
草
予
選
大
会
が
行
わ

れ
、
２
チ
ー
ム
と
も
に
県
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と

も
少
な
い
部
員
で
す
が
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。【
新
入
部
員
募
集
中
】

〔
野
上
少
女
バ
レ
ー
〕

今
期
は
、
３
大
会
連
続
県
大
会

出
場
！
と
波
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

県
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

【
監
督
】
高
橋
孝
夫

【
コ
ー
チ
】
日
裏
達
也

【
主
将
】日
裏
ひ
な
の
・
中
西
秋
音
・

大
畑
瞳
・
日
裏
菜
乃
葉
・
田
伏
菜

央
・
栗
林
友
美
・
山
本
麻
友
・
大

薮
瑞
季

〔
美
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
〕

「
結
成
４
年
目
、
県
大
会
初
出

場
！
」

今
年
は
、
新
人
戦
優
勝
か
ら
始
ま

り
、
つ
い
に
念
願
の
県
大
会
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。

【
監
督
】
堂
西
孝
俊

【
コ
ー
チ
】
坂
本
雅
律

【
主
将
】
森
谷
秋
穂
・
髙
田
咲
良
・

古
田
彩
乃
・
段
木
愛
那
・
寺
中
春

陽
・
井
戸
向
那
奈
・
前
久
保
美
優
・

坂
口
美
瑠
・
森
谷
澄
花

生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

が
健
闘
!!

野
上
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

第
30
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
小
学
生
大
会
和
歌
山
県
決

勝
大
会
へ

「
野
上
少
女
バ
レ
ー
」・

「
美
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」
が
出
場

平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
（
7
月
28
日
～
：
沖
縄
県
）

慶風高等学校テニス部（硬式） 県大会の成績

男　

子

団　　　　　体 優　勝

シングルス 菊本一輝選手（２年） 優   勝
今　諒哉選手（２年） ２　位

ダブルス 菊本一輝選手（２年） 
今　諒哉選手（２年） 優   勝 

女　

子

団　　　　　体 優　勝

シングルス
布目千尋選手（３年） 優　勝
大坪慧美選手（２年） ２　位
東原佳奈選手（２年） ３   位

ダブルス

布目千尋選手（３年） 
大坪慧美選手（２年） 優　勝

東原佳奈選手（２年） 
楠部朋香選手（２年） ２　位平

成
22
年
度
第
34
回
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭〔
郷
土
芸
能
部
門
〕

(

８
月
３
日
～
：
宮
崎
県 

）

海
南
高
等
学
校
美
里
分
校
太
鼓
部

県
大
会
の
成
績　

優　

勝

海
南
高
等
学
校
大
成
校
舎

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

伊
藤
千
明
選
手
（
３
年
）

県
大
会
の
成
績　

優　

勝

全国大会出場!!  おめでとうございます
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平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。
子育て支援センターからのお知らせ

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○第一保育所：７月１２日（月）・２６日（月）　℡４８９－２１４４
○第二保育所：７月　６日（火）・２０日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所：７月　７日（水）・２１日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所：７月１４日（水）・２８日（水）　℡４９９－０１３１

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡489－2144まで〉※留守の場合は、第一保育所
○コアラ　　　７月１３日（火）９：３０～１１：３０　第二保育所（どろんこ遊び）
○カンガルー　７月２１日（水）９：３０～１１：００　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
	 毎週　月曜日（９：００～１１：３０・１４：００～１６：３０）
	 第１，３，５週の木曜日　（９：００～１１：３０）
【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）

	 毎月　第２，４週の木曜日（９：３０～１１：３０）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　  ※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

海南保健所だより
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

７月１２日（月）14：00 ～ 16：00
７月２６日（月）14：00 ～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 ７月１２日（月）14：00 ～ 16：00
７月２６日（月）14：00 ～ 16：00

検 便 ７月１２日（月）14：00 ～ 16：00
７月２６日（月）14：00 ～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
他の日は、精神保健福祉相談員が相談

７月　１日（木）14：00 ～
７月１４日（水）９：00 ～
７月２８日（水）13：30 ～　※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

７月１２日（月）15：00 ～ 16：00
７月２６日（月）15：00 ～ 16：00
　　　　　　　　　　　　　※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00 ～ 17：00
お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで	 	 海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

　がん検診無料クーポン券について
　女性特有のがん検診の受診の促進とがんの早期発見を目的と
して、国の基準にもとづき、下記の年齢の方々に対して、がん
検診無料クーポン券を送付いたします。
　また、下記対象年齢の方で平成２２年４月１日以降すでに子
宮がん検診を受診し、自己負担金を支払われた方はお返しでき
ますので、保健福祉課までご連絡ください。
※対象者の方については、７月初旬にクーポン券と検診手帳を
　送付させていただきます。
◆送付対象者
子宮頸がん検診対象者

20 歳 平成元年 4 月 2 日～Ｈ  ２ 年 4 月 1 日生
25 歳 Ｓ 59 年 4 月 2 日～Ｓ 60 年 4 月 1 日生
30 歳 Ｓ 54 年 4 月 2 日～Ｓ 55 年 4 月 1 日生
35 歳 Ｓ 49 年 4 月 2 日～Ｓ 50 年 4 月 1 日生
40 歳 Ｓ 44 年 4 月 2 日～Ｓ 45 年 4 月 1 日生

乳がん検診対象者
40 歳 Ｓ 44 年 4 月 2 日～Ｓ 45 年 4 月 1 日生
45 歳 Ｓ 39 年 4 月 2 日～Ｓ 40 年 4 月 1 日生
50 歳 Ｓ 34 年 4 月 2 日～Ｓ 35 年 4 月 1 日生
55 歳 Ｓ 29 年 4 月 2 日～Ｓ 30 年 4 月 1 日生
60 歳 Ｓ 24 年 4 月 2 日～Ｓ 25 年 4 月 1 日生

◆お問い合わせ先　保健福祉課　℡４８９－９９６０（直通）

健康相談のお知らせ　（7月の日程）
■場所：総合福祉センター
■とき：7日、14日、21日、28日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、
必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこ
ないます。

問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０

〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予約先

精神障がいの方・
家族の方

７月６日（火）
美里支所　9時30分～正午
総合福祉センター13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　TEL. 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所 TEL. 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

７月21日（水）
美里支所　9時30分～正午
総合福祉センター13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  TEL. 483-0454
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所 TEL. 494-3539

お問い合わせは保健福祉課まで（TEL　４８９－９９６０）

健康づくりコーナー 〈問い合わせ・申し込み先〉
保健福祉課（総合福祉センター内）Tel. 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込みは保健福祉課まで！
日　　　程 場　　所 国保特定

健診
胃がん 
検診

大腸がん
検診

肺がん 
検診

乳がん 
検診

子宮がん
検診

7月25日（日） 8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月8日（日） 8時～受付 美 里 支 所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月8日（日） 10時受付予定 長 谷 毛 原 診 療 所 × × × × ○ ○

☆集団健診時に保育コーナーを設置します！子育て世代の方もぜひこの機会にお受けください！！

　■国保特定健診対象者　：　40歳〜74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。
　 （※肺がん検診はどなたも無料です）

※上記以外にも、国保被保険者の方は国保人間ドック・脳ドック・歯科健診等もご利用いただけます。 
※医療機関で特定健診・各種がん検診を受診することができます。 
　　詳細は保健福祉課までお問合せください。　　保健福祉課：℡４８９－９９６０（総合福祉センター内）

平成22年６月９日
山本湧藏さんは、大正14年生まれで現

在85歳です。
仕事を退職後、町の健診などで血液検査

を受けていましたが、徐々に悪い数値が多
くなり老いを感じていたようです。

そんな中、夫婦ふたり暮らしで近所の方
も少なく、夫婦とも元気で生涯現役で生活をしたいと考えられて
いるので、かかりつけ医の助言もあり、心機一転がんばってみる
ことにされたそうです。

特に心がけているのは、『少し飢えている程度に生きる』とのこ
とです。

２年前から１食500kcalに制限し、緑黄色野菜や背の青い魚を
多くし、動物性たんぱく質を控えるようにしたため、体重が減り
血液検査の結果が全て改善し、体調も良くなったそうです。これ
は、ご本人だけでなく、一緒に生活をされている奥さんも同じよ
うに改善されたそうです。

また、25年ほど前からケールを栽培し、そのケールの青汁を健
康のために飲んでいるそうですが、最近では十薬とにんにくと少
しの牛乳も入れているようです。

健康のためには、食事以外に運動も大切と思い、朝６時半のラ
ジオ体操や畑仕事のために家の周囲の坂道をよく歩かれています。

その他、健康のことを考えたり、同人誌「峡」の編集を行った
り、本を読むことが認知症の予防につながっていると感じられて
いるそうです。

新型インフルエンザ予防接種
の接種費用払い戻しの手続き
はお早めにお願いします。
　

平成22年3月末までに新型インフルエンザの
予防接種を受けた方で、下記の助成対象者に該当
する方は接種費用の払い戻しができます。払い戻
しの手続きはお済みですか？

◆助成対象者
妊婦・0歳～高校3年生・0歳児の保護者・身

体上の理由で接種出来ない子ども（高校生まで）
の保護者

住民税非課税世帯（住民票上の家族全員が住民
税非課税であること）

◆手続きの方法
接種済み証・領収書・振込み口座・印鑑を持参

の上、総合福祉センター（保健福祉課）にお越し
下さい。

課税状況を確認後、手続き致します。
同居の家族以外の親族が申請する場合は、委任

状が必要です。

健康実践インタビュー
（第3回  山本湧藏さん）
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重
度
心
身
障
害
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者
）医
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費
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成
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受
給
者
証
の
更
新

に
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い
て

平
成
22
年
７
月
31
日
の
有
効
期

限
満
了
に
伴
い
、
７
月
中
旬
ま
で

に
対
象
者
の
方
に
通
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せ
て
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た
だ
き
ま
す
。

申
請
が
不
要
な
人

受
給
資
格
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
は
自
動
更
新
し
、
7

月
下
旬
に
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

＊
受
給
要
件
と
し
て
所
得
制
限
が

あ
る
た
め
、
所
得
申
告
を
し
て

い
な
い
人
は
必
ず
申
告
を
し
て
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だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

住
民
課
医
療
助
成
係

　
（
℡
４
８
９
︱
５
９
０
３
）

美
里
支
所
住
民
室

　
（
℡
４
９
５
︱
３
４
６
４
）

海
外
市
場
開
拓
を

　
　
　
希
望
さ
れ
る
方
へ
！

　

和
歌
山
県
で
は
農
水
産
物
・
加

工
食
品
を
海
外
へ
輸
出
し
、
新
た

な
市
場
開
拓
や
販
売
促
進
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
海
外

へ
の
販
路
拡
大
を
お
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え
の
方
は

左
記
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お
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合
わ
せ
下
さ
い
。

和
歌
山
県
農
林
水
産
部
食
品
流

通
課　

℡
０
７
３
︱
４
４
１
︱

２
８
１
１　

又
は
、
和
歌
山
県

海
草
振
興
局
企
画
産
業
課　

℡

０
７
３
︱
４
４
１
︱
３
３
７
３

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
の保険証の色が「みず色」から
『うすいオレンジ色』に変わります

　平成22年７月31日の有効期限満了に伴い保険証（被
保険者証）を更新いたします。新しい保険証は『うすい
オレンジ色』です。７月中旬頃から簡易書留郵便にて郵
送する予定となっております。

今回お届けする『うすいオレンジ色』の保険証は７月１
日から有効となりますので、お手元に届き次第ご使用く
ださい。
それまでは現在お持ちの保険証「みず色」をご使用くだ
さい。（「みず色」の保険証は平成22年8月1日以降ご使
用することができません。）

●現在お持ちの保険証「みず色」について
　新しい保険証『うすいオレンジ色』がお手元に届き次
第、「みず色」の保険証は、下記お問合せ先にお越しの
際にご返却いただくか、ご自分で細かく裁断するなどし
て、住所・氏名などが他人に知られないよう十分ご注意
の上、処分してください。

※平成22年度住民税の課税所得により、一部負担金の
割合が変更になっている場合がありますのでご確認く
ださい（住民税の課税所得が145万円以上の被保険
者のいる世帯の方は、一部負担金の割合が３割となり
ます）。

【例】
今まで1割だった方が3割負担に変更となる場合

「3割（平成22年7月31日までは1割）」と表示されます。

問い合わせ…住　民　課　（℡ ４８９―５９０３）
　　　　　　住　民　室　（℡ ４９５－３４６４）

従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者
（給与支払者）が毎月徴収し、市町村に納付
しなければなりません。

従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者（給与支払者）が、
給与を支払う時に、天引きし、市町村に納めることになってい
ます。これを特別徴収といいます。（地方税法第３２１条の３）
従業員の所得税は給与から源泉徴収しているけれど町県民税は
特別徴収していないということはありませんか。

詳しくは、税務課町県民税係までお問い合わせください。

　税務課　℡ 489-5905

国民年金保険料の納付が困難なときは、免除制度があります
国民年金には、経済的な理由等で保険料を納付することが困難な場合に、保険料の免除を受けられる制度があります。
保険料の免除は、本人・配偶者・世帯主の全員の前年所得（４月～６月までは前々年所得）が、それぞれ一定基準以下の必

要があります。所得により、全額免除、1/4免除、半額免除、3/4免除（※以下、一部免除）があります。30歳未満の方には、
世帯主の所得を除いて審査する、若年者納付猶予制度があります。

一部免除の承認を受けた方は、残りの保険料を納付しなければ、未納期間となります。必ず納付してください。
承認期間は毎年７月から翌年６月までです。
申請は、原則として毎年必要ですが、平成２１年度に全額免除・若年者納付猶予制度の承認を受けた方で、申請時に翌年度

以降も申請する申込みをされている方は、改めて申請していただかなくても自動的に審査の上、結果を送付いたします。
平成21年度又は22年度中に退職された方で免除を申請する場合には雇用保険受給資格者証または離職票の写しを添付して

ください。（配偶者や世帯主が退職された場合も同様です。）申請先は市町村役場です。
なお、免除の承認期間については、10年以内であれば納付すること（追納）ができます。承認を受けた期間の翌年度から起

算して３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料に加算額がつきます。追納のお申込み先は、お近くの年金事務所です。

〈お問い合わせ〉　住民課　℡４８９－５９０３　住民室　℡４９５－３４６４

平成22年10月1日
国勢調査を実施します。
●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び

世帯が対象です。

●調査結果は、さまざまな法令でつかわれるほか、
社会福祉、雇用対策、生活環境の整
備など、私たちの暮らしのために役
立てられます。

　　総務省・和歌山県・紀美野町
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災
害
時
要
支
援
者
台
帳
へ
の

登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
で
は
、
災
害
時
に

支
援
が
必
要
な
方
（
災
害
時
要
援

護
者
）
の
戸
別
訪
問
を
行
っ
て
い

ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
と
は
…
…
災
害

発
生
時
に
必
要
な
情
報
の
把
握
や
、

自
ら
を
守
る
た
め
に
安
全
に
避
難

す
る
な
ど
の
行
動
に
支
援
を
要
す

る
方
で
、
次
の
方
を
対
象
と
し
ま

す
。

１
．
75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
高

齢
者

２
．
介
護
保
険
認
定
者
等

３
．
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

等
４
．
そ
の
他
支
援
が
必
要
で
あ
る

者現
在
、
見
守
り
看
護
師
が
、
対

象
と
な
る
方
の
お
宅
へ
お
邪
魔
し
、

災
害
時
要
支
援
者
台
帳
へ
の
登
録

（
個
別
計
画
の
作
成
）
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。

本
人
の
同
意
が
頂
け
れ
ば
、
台

帳
を
作
成
し
、
自
主
防
災
や
関
係

機
関
で
共
有
し
保
管
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
防
災

意
識
の
向
上
を
図
り
、
災
害
時
に

備
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
‥
保
健
福
祉
課

　

℡
４
８
９
︱
９
９
６
０

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
に
つ
い
て
の
お
願
い

和
歌
山
県
で
は
、
厚
生
労
働
省

所
管
の
も
と
、
本
年
も
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
が

１
～
４
人
雇
用
す
る
事
業
所
を
対

象
に
、
我
が
国
の
雇
用
労
働
者
の

賃
金
、
労
働
時
間
、
雇
用
の
変
動

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
年
１
回

実
施
さ
れ
、
景
気
判
断
や
経
済
情

勢
に
向
け
て
の
諸
政
策
な
ど
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を
作
成

し
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計

以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回
答

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局

調
査
統
計
課　

生
活
調
査
班

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

４
４
１
︱
２
３
９
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

４
４
１
︱
２
３
８
６

平
成
22
年
度

　
防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
、
左
記
の

コ
ー
ス
の
種
目
説
明
会
を
行
い
ま

す
★

自
衛
官
候
補
生

（
任
期
制
自
衛
官
へ
）

【
18
歳
以
上
27
歳
未
満
対
象
】	

一
般
曹
候
補
生

【
18
歳
以
上
27
歳
未
満
対
象
】	

航　

空　

学　

生

【
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
対
象
】

看　

護　

学　

生

【
高
卒（
見
込
含
）24
歳
未
満
対
象
】

防
衛
大
学
校
学
生

【
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
対
象
】

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

【
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
対
象
】

高
等
工
科
学
校
生
徒

【
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

男
子
対
象
】

★
自
衛
隊
説
明
会
の
ご
案
内
★

日
時
‥
８
月
28
日
（
土
）

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所
‥
紀
美
野
町
中
央
公
民
館

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
８
番
地
４	

備
考
‥

①
対
象
者

15
歳
以
上
で
進
学
・
就
職
で
お

悩
み
の
方
（
中
学
生
の
方
は
父

兄
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。）

②
説
明
時
間

15
～
30
分
/
人
（
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い

時
に
お
越
し
下
さ
い
。）

③
入
場
無
料

＊
右
記
以
外
の
平
日
は
、
自
衛
隊

和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田
募

集
案
内
所
で
随
時
、
説
明
会
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
は
★  　
　
　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部　

有
田
募
集
案
内
所 

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
︱
２

℡
０
７
３
７
︱
８
２
︱
６
６
３
１

又
は
０
７
０
︱
６
５
８
９
︱

０
３
２
６
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

サマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて　３億円

『２等も１億円』
『新登場の1000万サマーと同時発売』

＊発売期間　７月７日（水）～７月30日（金）＊

この宝くじの収益金は
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

 （財）和歌山県市町村振興協会

有害鳥獣捕獲実施のお知らせ
紀美野町では、野生鳥獣による農作物や生活環境等への被害が増

大しているため、有害鳥獣捕獲許可を出し、有害鳥獣捕獲事業を実
施しています。有害鳥獣捕獲許可は、鳥獣被害のための自衛策をとっ
ても食い止められない場合に、最終手段として行政で実施できるこ
とと法律で定められており、農林家・施設管理者等からの被害報告
に基づき、町長より許可を受けた捕獲員が、指定された鳥獣を許可
期間内に捕獲するもので、通常の狩猟とは別のものです。なお有害
鳥獣捕獲時のわな・檻・銃器の使用にあたっては、事故等の起こら
ぬように細心の注意を払って実施することと捕獲員への周知を図っ
ているところですが、地域住民の皆様におかれましても、捕獲用の
わな等には、十分に気をつけてください。

●現在実施されている有害捕獲は下記の通りです。

対象鳥獣 捕獲区域 捕　獲　期　間 捕獲方法 捕獲員

イノシシ
シ　　カ 町内全域 平成22年６月14日から

平成22年９月11日まで 銃器・檻・わな 紀美野町
猟友会

お問い合わせ 
本庁　産業課　　　　Tel ４８９－５９０１ 
支所　産業・建設室　Tel ４９５－３４６２ 
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

10

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
町
内
二
つ
の
図
書
室
は
、
４
月
よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
休
室
し
て
い
ま
し
た
が
、
図
書
デ
ー
タ
の
統
合

作
業
や
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が
終
わ
り
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
先
月
号
（
６
月

号
）
で
は
７
月
１
日
（
木
）
オ
ー
プ
ン
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
７
月

７
日
（
水
）
オ
ー
プ
ン
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費
一
人
１
，
５
０
０
円

■
申
込
み　

７
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
（
様
式

自
由
）
の
上
、
参
加
費
と
共
に
中
央
公

民
館
又
は
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
申
込
期
間
中
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
し

ま
す
。
申
込
期
間
外
及
び
予
備
日
へ
の

変
更
で
の
返
金
は
致
し
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他　

東
西
南
北
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル

プ
レ
ー
。
表
彰
は
、
１
位
～
３
位
、
飛
び
賞
ほ
か
。
荒
天
延
期
（
態
度

決
定
午
前
６
時
）。
や
や
こ
し
い
場
合
は
中
央
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
平
成
23
年
２
月
20
日
（
予
定
）
に
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ

ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ

ア
駅
伝
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
練
習
し
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　

紀
美
野
町
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
生

■
申
込
み
及
び
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

※
メ
ン
バ
ー
が
多
数
の
場
合
は
選
手
の
選
考
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

り
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

■
日
時　
７
月
18
日（
日
）午
後
４
時
〜

■
場
所　
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
内
容　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校
生
徒
ス
テ
ー
ジ
・
ダ
ン

ス
カ
ン
パ
ニ
ーA

LCA

に
よ

る
発
表
・
そ
の
他
舞
台
・
夜
店

■
料
金　

無
料（
但
し
出
店
で
の

飲
食
等
は
有
料
）

芸
術
学
校
の
ワ
ク
ワ
ク

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

8
月
４
日
（
水
）

　
　
　

～
５
日
（
木
）
一
泊
二
日

■
場
所　
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
内
容　

ダ
ン
ス
（
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
基
礎
）・
演
劇
（
俳
優
養
成

学
校
ア
ク
タ
ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
先
生
に
よ
る
指
導
）・
山
の

風
景
と
材
料
を
使
っ
た
手
作
り

ア
ー
ト

■
対
象　

中
学
・
高
校
生

■
応
募
締
切
7
月
27
日
（
火
）

■
応
募
方
法
等
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ　

り
ら
創
造
芸
術
高

等
専
修
学
校　

担
当
：
鞍（
く
ら
）

（
４
９
７
‐
９
１
１
１
）　

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ「
夏
」大
会
出
場
者
募
集
！

７
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
【
予
備
日
】
８
月
1
日
（
日
）

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
強
化
選
手
募
集
！

７
月
７
日
に
図
書
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

借りられる冊数 １人１つの図書室で５冊まで

借りられる期間 ２週間

利用できる人
町内に在住する人・町内の学校に通学
している人・町内の事業所で働いてい
る人

利用者カード 当分の間は、今お持ちのカードをご利
用いただきます。
9月頃に新カードと交換します。利用
方法については、後日お知らせします。

本の予約 それぞれの図書室の本を予約して取り
寄せることができます。

本の返却 どちらの図書室にも返却できます。
（例）中央公民館で借りた本を文化セン
　　ターへ返す。

図書室の利用方法
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放
課
後
子
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
中
央
公
民
館

7
日　

七
夕
か
ざ
り
を
作
ろ
う

14
日　

お
は
な
し
会

21
日 　

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

28
日　

か
わ
い
い
布
ぞ
う
り
作
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

7
日　

お
は
な
し
会

14
日　

お
り
が
み
あ
そ
び
を
し
よ

う

21
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
つ
く
ろ
う

28
日　

立
体
パ
ズ
ル
で
あ
そ
ぼ
う

和
歌
山
国
際
児
童
合
唱
祭

サ
テ
ラ
イ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

in
紀
美
野
町

■
日
時　

8
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

　
　
　
　

入
場
無
料

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

【
参
加
団
体
】

広
東
実
験
中
学
校
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
国
）

韓
国
ア
カ
デ
ミ
ー
児
童
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
国
）

和
歌
山
児
童
合
唱
団

■
お
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

移
動
じ
ど
う
か
ん

『
縁
日
』が
や
っ
て
く
る
よ

■
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

７
月
17
日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時

（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）　

■
文
化
セ
ン
タ
ー
木
の
温
も
り
広

場７
月
31
日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時

（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

■
コ
ー
ナ
ー

・
カ
プ
ラ
（
魔
法
の
板
）
で
あ

そ
ぼ
う
！

・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

・
わ
た
が
し
作
り
体
験

・
か
き
氷

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

■
持
ち
物　

す
い
と
う

す
べ
て
無
料
で
す
。
み
ん
な
で

あ
そ
び
に
来
て
ね
！

■
お
問
合
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　
（
中
央
公
民
館
２
階
）

た
だ
い
ま

・
短
歌
つ
ゆ
く
さ

・
ち
ぎ
り
絵

・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

・
ソ
ー
プ
カ
ー
ピ
ン
グ

の
皆
さ
ま
の
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
！
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
紀
美
野
町
人

権
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

役
員
と
各
支
部
の
委
員
（
各
団

体
選
出
委
員
に
つ
い
て
は
未
掲
載
）

を
紹
介
し
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す
べ
て

の
町
民
が
心
豊
か
で
、
自
分
ら
し

く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※【　

】は
、
役
職
ま
た
は
地
区
名

で
す
。
敬
称
略

【
会
長
】
森
下　

誠

【
副
会
長
】
柳
瀬
フ
ヂ
・
岡　

省
三

【
監
事
】
坂　

明
雄
・
段
木　

賢

【
下
佐
々
】
林　

繁
雄
・
河
本
幸
生

　
　
　
　

河
本
行
弘

【
動
木
】
段
木　

賢
・
山
中
正
史

　
　
　
　

清
口　

均

【
小
畑
】
垣
内
主
税
・
久
保
正
夫

　
　
　
　

岩
橋　

環

【
小
川
】
西
谷
修
二
・
恩
地
舜
弘

　
　
　
　

新
谷
垣
内
哲
爾

【
志
賀
野
】
中
谷
英
幸
・
加
藤
朗
子

【
柴
目
】
高
木
定
幸

【
長
谷
】
向
江
全
功
・
山
下
博
久

【
吉
野
】
中
西
康
之

【
吉
見
】
谷
奥
隆
次

【
海
南
鋼
管

】
伊
東
和
之

【　
平　
】
桑
添
昭
男
・
別
所
通
男

【
希
望
ヶ
丘

】
西
峯
賀
世
子

【
緑
ヶ
丘
】
平
岩
保
之
・
中
尾
数
昭

【
長
谷
毛
原

】
森
下　

誠

【
上
神
野
】
小
壺
醇
子

【
下
神
野
】
潰
崎
泰
彦

【
国
吉
】
榎
本
孝
幸

【
真
国
】
坂　

明
雄

６
月
19
日
（
土
）
海
南
高
校
大

成
校
舎
図
書
館
で
「
開
放
型
図
書

館
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
開
放
は
、
地
域
共
育
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え

る
環
境
作
り
）
活
動
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
地
域
や
児
童
・
生
徒

の
図
書
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、

町
の
教
育
拠
点
と
し
て
推
進
さ
れ

ま
す
。

セ
レ
モ
ニ
ー
は
本
部
長
の
道
下

野
上
中
学
校
校
長
、
宮
井
海
南
高

校
校
長
の
挨
拶
、
県
教
育
委
員
会

の
方
、橋
戸
教
育
長
の
祝
辞
の
後
、

大
成
校
舎
の
生
徒
２
名
と
、
図
書

サ
ー
ク
ル
「
て
ぶ
く
ろ
」
の
読
み

聞
か
せ
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

林
図
書
館
長
か
ら
「
こ
こ
に
は

３
万
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。
図

書
館
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。」

と
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
開
放
の
お
手
伝
い

は
大
成
校
舎
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ほ
ん
の
森
」
が
行
っ
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
者

も
募
集
中
で
す
。

■
お
問
合
せ　

海
南
高
校
大
成
校

舎
事
務
局

　
（
４
８
９
‐
２
０
６
９
）

「
七
夕
に
願
い
を
」

今
年
も
中
央
公
民
館
及
び
文
化

セ
ン
タ
ー
に
七
夕
飾
り
を
用
意
し

ま
し
た
。
７
月
７
日
（
水
）
ま
で

設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
願

い
事
を
ぜ
ひ
短
冊
に
た
く
し
て
く

だ
さ
い
。

地
域
で
開
放

　
　
　
「
海
南
高
校
大
成
校
舎
図
書
館
」

22
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
　
　
　

　
　「
春
」
大
会
結
果

６
月
５
日
（
土
）
快
晴
の
下
、

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

「
春
」
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
参
加

者
も
多
く
、
総
勢
１
４
６
名
に

よ
り
東
西
南
北
コ
ー
ス
の
ラ
ウ

ン
ド
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
性
】

１
位　

原　

利
治（
下
佐
々
）100

２
位　

森
下
康
彦（
動　

木
）103

３
位　

本
多
敬
典（
海
南
市
）105

【
女
性
】

１
位　

花
田
洋
子（
下
佐
々
）110

２
位　
小
久
保
美
智
子（
海
南
市
）118

３
位　

本
多
百
代（
海
南
市
）118

～
お
母
さ
ん
た
ち
も　
　

　
　

が
ん
ば
っ
て
ま
す
～

『
オ
リ
オ
ン
ク
ラ
ブ
』　
　

　
　
近
畿
大
会
出
場

町
内
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
・
オ
リ
オ
ン
ク
ラ

ブ
は
、
５
月
23
日
に
、
和
歌
山

市
民
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
、

第
41
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
和
歌
山
県
予
選
大

会
に
出
場
し
、
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
・
吹

上
ク
ラ
ブ
・
日
高
ク
ラ
ブ
に
そ

れ
ぞ
れ
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
2
対

０
で
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
惜
し

く
も
貴
志
川
ク
ラ
ブ
に
敗
れ
た

も
の
の
、
見
事
準
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

７
月
17
日
、
滋
賀
県
で
行
わ

れ
る
近
畿
大
会
へ
出
場
し
ま

す
。

第
14
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
協
会

春
季
大
会
結
果

５
月
29
日
（
土
）
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場

で
、
第
14
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
協
会
春
季
大
会
が
開
催

さ
れ
、１
５
７
名
（
男
性
88
名
、

女
性
69
名
）
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
９
ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を
競

い
ま
し
た
。

結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
性
】

１
位　

岩
橋
義
男（
和
歌
山
市
）46

２
位　

横
山
勝
明（
和
歌
山
北
）46

３
位　

橋
村
蔵
義（
和
歌
山
北
）48

【
女
性
】

１
位　

弓
庭
美
鶴（
紀
美
野
町
）46

２
位　

山
本
芳
子（
紀
美
野
町
）46

３
位　

福
岡
規
子（
紀
美
野
町
）47

私
た
ち
絵
手
紙
の
仲
間
は
現
在
５
人
で
、
講
師
の
髙
木
緑

先
生
に
習
っ
て
い
ま
す
。「
ヘ
タ
で
い
い
、
ヘ
タ
が
い
い
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
全
神
経
を
筆
の
先
に
集
中
し
て
、
ゆ
っ
く

り
、
ゆ
っ
く
り
描
い
て
い
き
ま
す
。
ハ
ガ
キ
、
色
紙
、
巻
き

紙
な
ど
に
自
分
の
思
い
思
い
の
材
料
で
絵
を
描
き
、
言
葉
を

添
え
て
、
顔
彩
で
濃
淡
を
つ
け
な
が
ら
色
を
塗
り
ま
す
。
お

友
達
に
描
い
て
出
す
の
も
い
い
で
す
よ
。
興
味
の
あ
る
方
、

一
度
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
、
あ
な
た
だ
け
の
絵
手
紙
を･･･

。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
五
十
一

名　

称　

仏ぶ
つ

涅ね

槃は
ん

図ず

所
在
地　

中
田　

大だ
い

観か
ん

寺じ

仏
涅
槃
図
と
は
釈
迦
が
亡
く

な
っ
た
時
の
様
子
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
で
、
画
の
中
心
に
、
頭

を
北
に
向
け
、
か
ら
だ
の
右
側

を
下
に
し
て
横
た
わ
る
釈
迦
の

姿
が
見
え
ま
す
。
現
代
で
も
死

者
を
北
枕
に
す
る
の
は
、
こ
の

釈
迦
の
姿
に
な
ら
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

仏
涅
槃
図
は
釈
迦
が
亡
く

な
っ
た
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ

る
涅ね

槃は
ん

会え

で
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

で
は
こ
の
仏
画
も
大
観
寺
の
涅

槃
会
で
用
い
ら
れ
た
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
問
い
に
答

え
ら
れ
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
仏
画
の
裏

に
「
小
川
庄
多
羅
尼
講
結
衆
中

什
物
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

小
川
の
多
羅
尼
講
が
こ
の
仏
画

を
大
事
に
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。

多
羅
尼
講
は
陀
羅
尼
講
の
こ

と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。
陀だ

羅ら

尼に

と
は

梵
語
の
呪
文
で
、
一
般
的
に
真

言
よ
り
も
長
い
も
の
を
い
い
ま

す
。
講
は
「
宗
教
・
経
済
・
社

交
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た

集
団
」
を
指
す
の
で
、
陀
羅
尼

講
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
長

い
経
を
唱
え
る
グ
ル
ー
プ
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
涅
槃
会

に
集
ま
っ
て
、
こ
の
仏
画
の
前

で
陀
羅
尼
を
唱
え
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

陀
羅
尼
と
き
い
て
「
だ
ら
に

す
け
」
が
頭
に
浮
か
ん
だ
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「
だ
ら
に
す
け
」
は
と
て
も
苦

い
こ
と
で
有
名
な
薬
で
、
陀
羅

尼
を
唱
え
る
と
き
、
眠
気
を
さ

ま
す
た
め
に
僧
侶
が
口
に
含
ん

だ
こ
と
か
ら
そ
の
名
前
が
つ
け

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
ご
先
祖

も
眠
気
を
こ
ら
え
な
が
ら
、
ま

た
は
「
だ
ら
に
す
け
」
の
苦
味

を
こ
ら
え
な
が
ら
仏
前
で
陀
羅

尼
を
唱
え
て
い
た
の
か
も
と
想

像
す
る
と
、
ご
先
祖
と
こ
の
仏

画
が
ぐ
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

　

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
（
小
川
地
区
公
民
館
）

！！

活動日時：毎月第 4 土曜日
午後 1 時 30 分～
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  天文台だより
　工作教室「作ろうＭＹプラネタリウム」

奥田　吉彦　

夏休み前の連休、みさと天文台で工作教室に参加
しませんか。
さそり座・いて座などの誕生月の星座やわし座・
こと座などお気に入りの星座を作り、懐中電灯を
使って壁に映し出します。
おりひめぼしとひこぼしのイラストを描いて七夕
の世界をつくったり、お気に入りの星座の周りにあ
る星を色紙で作ってはったり、自分だけのプラネタ
リウムを作ってみましょう。
工作教室でプラネタリウムを楽しんでから、夜は
実際に自分が作った星座をさがしてみましょう。
今までとちがった星の世界を楽しむことができる
ことでしょう。
日　時：７月18日（日）午後２時～午後４時
場　所：みさと天文台・月の館
対　象：小学校１～６年生
　　　　（１～３年生は保護者要同伴）
参加費：６００円（材料費）
準備物：えんぴつ
　　　　はさみ
事前申込要
（先着20名、電話にて
　　　   ７月１日より）
申込み・お問合せ
みさと天文台（498-0305）

歌　

の　

小　

道

ゴ
ン
ド
ラ
を
押
し
上
げ
て
山
滴
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

焼
酎
に
氷
浮
か
べ
て
ま
ろ
く
酔
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

夏
野
菜
支
柱
を
立
て
て
も
ら
ひ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

案
内
す
る
人
の
つ
ま
づ
く
蛍
狩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

夕
風
や
土
の
匂
ひ
の
代
田
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
哲
夫

点
さ
れ
て
点
し
返
し
て
恋
蛍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

山
滴
る
真
つ
赤
な
電
車
ゆ
る
り
過
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

見
覚
え
の
あ
る
体
型
や
白
日
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
亜
以
子

奔
る
火
も
止
ま
る
火
も
あ
る
野
焼
き
か
な
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

季と

節き

を
め
ぐ
り
ひ
と
き
わ
添
え
て
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
梅あ

雨め

に
ぬ
れ
い
て
萌
え
色
直
し
　
　
　
　
笹
田
美
代
子

八
十
の
老
を
友
と
し
て
訪
い
く
れ
る

　
　
　
　
　
頭
下
げ
る
の
み
忘
れ
は
し
な
い
　
　
　
　
　
椎
山
初
子

よ
せ
る
波
に
過
去
の
悲
し
み
　

　
　
　
　
　
さ
ら
し
つ
つ
四
人
の
生
の
絆
深
め
る
　
　
西
佐
古
祐
子

木
々
繁
る
細
き
宮
へ
の
道
行
け
ば

　
　
　
　
　
川
の
水
音
う
ぐ
い
す
の
声
　
　
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

青
葉
蔭
ふ
と
佇
め
ば
初は

つ

夏な
つ

の

　
　
　
　
　
風
に
の
り
来
る
仄
か
な
香
り
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

勧か
ん

誡か
い

の
僧
の
思
は
ぬ
告
白
で

　
　
　
　
　
す
ゝ
り
泣
き
も
る
ゝ
堂
の
し
じ
ま
に
　
　
　
吉
村
邦
彦

一
年
余
の
橋
脚
工
事
の
検
査
の
日

　
　
　
　
　
シ
ロ
ヨ
メ
ナ
の
花
か
た
え
に
咲
く
も
　
　
竹
本
セ
ツ
子

母
の
日
に
晴
れ
の
舞
台
で
輝
け
る

　
　
　
　
　
大
正
琴
の
仲
間
と
共
に
　
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

膝
の
機
嫌
と
り
つ
つ
下
る
石
階
に

　
　
　
　
　
ま
向
ひ
咲
け
る
老
い
ざ
く
ら
は
も
　
　
　
　
山
本
綾
子

  学校だより
  みんな生き生き！共育コミュニティ
	 紀美野町立下神野小学校

５月13日・27日に、６名～８名の地域ボラン
ティアの方々が、５年生の家庭科の授業に来てくだ
さいました。
おかげで、初めて「手縫い」に挑戦する子ども達
も玉結び・玉留めから本返し縫いまでマスターでき
ました。
4年生の社会科でも、26日にゴミ収集車に来ても
らい、子ども達は目を輝かせて見学しました。6月
10日には、住民課の「ゴミ」の出前授業がありま
した。
学校では、地域ボランティアの方々に専門的な知
識や技能を生かしていただきながら、子ども達との
微笑ましい交流活動を通して、学校も地域も互いに
生き生きできている気がしています。今後も、３年
生社会科の地域学習、４年生社会科のゴミ・リサイ
クル学習、５・６年生家庭科の裁縫や調理実習、野
菜や花の栽培等の体験・交流学習を予定しています。
共育コミュニティ事
業では地域ボランティ
アをしてくださる方を
募集しておりますので、
ご協力をお願いいたし
ます。
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火
遊
び
・
花
火
に
よ
る
火
災
の

防
止日

本
の
夏
の
風
物
詩
と
も
言

え
る
花
火
の
季
節
が
今
年
も

や
っ
て
き
ま
し
た
。

幻
想
的
で
誰
を
も
魅
了
す
る

花
火
も
、
火
薬
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、
使
用
方
法
を
誤
れ
ば
大

変
危
険
な
も
の
で
す
。
楽
し
さ

ゆ
え
に
危
険
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
全
国
的
に
様
々
な

事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
し
っ
か
り
と
ル
ー
ル
を

守
り
、
安
全
に
花
火
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
必
ず
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
、

広
く
て
安
全
な
場
所
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

②
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

（
注
意
書
き
）
を
よ
く
読
ん
で

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場

所
で
、
遊
ば
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
風
の
方
向
に
注
意
し
、
特
に

点
火
の
際
は
体
を
風
上
に
し

て
、
風
下
の
人
が
火
の
粉
を

か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
風
の
強
い

日
の
花
火
遊
び
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

⑤
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
か
ら
直

接
点
火
す
る
と
、
や
け
ど
を

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
を
使
用

し
て
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
ず
、
大

人
が
花
火
の
正
し
い
取
扱
い

方
、
火
の
後
始
末
の
大
切
さ

を
指
導
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

⑦
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ん
だ
り
、

分
解
し
た
り
す
る
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。
ま
た
、
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
た
り
す
る
と
思
い

も
よ
ら
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
移
動
方
法
、
保
管
方

法
、
保
管
場
所
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
注
意
を
し
っ

か
り
守
り
、
楽
し
い
夏
の
思
い

出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

〈
花
火
豆
知
識
〉

花
火
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
生
ま

れ
た
の
？
（
花
火
の
歴
史
）

そ
の
ル
ー
ツ
は
古
く
、
紀
元

前
３
世
紀
の
古
代
中
国
、
火
薬

の
基
礎
と
な
る
硝
石
が
発
見
さ

れ
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
の
歴
史
上
の
記
録

に
残
る
花
火
の
第
１
号
は
、
そ

れ
か
ら
約
２
０
０
０
年
後
の
天

正
17
年
（
１
５
８
９
年
）
７
月
、

伊
達
正
宗
が
鑑
賞
し
た
の
が
最

初
で
あ
る
と
も
云
わ
れ
、
そ
れ

に
慶
長
18
年
（
１
６
１
３
年
）

８
月
駿
府
で
、
徳
川
家
康
に
、

英
国
人
ジ
ョ
ン
・
セ
リ
ー
ヌ
が
、

同
行
の
中
国
人
の
手
で
花
火
を

見
せ
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
ま

す
。日

本
で
の
お
も
ち
ゃ
花
火

は
、
い
つ
頃
か
ら
作
ら
れ
売
ら

れ
た
か
は
っ
き
り
と
し
た
記
録

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
治
２
年

（
１
６
５
９
年
）、大
和
の
国
（
現
・

奈
良
県
）
か
ら
江
戸
へ
で
て
き

た
弥
兵
衛
（
初
代
鍵
屋
）
が
葦

の
管
の
中
に
火
薬
を
入
れ
た
初

歩
的
な
お
も
ち
ゃ
花
火
を
考
案

し
売
り
出
し
、
江
戸
庶
民
に
爆

発
的
な
人
気
を
得
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
明
治
の
は
じ
め
頃
、
西

洋
か
ら
の
輸
入
に
よ
り
、
塩
素

酸
カ
リ
ウ
ム
や
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
、
バ
リ
ウ
ム
な
ど
の
彩
色
光

剤
を
得
て
、
日
本
花
火
の
歴
史

上
最
大
の
躍
進
の
時
期
を
迎
え
、

今
日
の
世
界
一
と
い
わ
れ
る
日

本
花
火
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ

る
応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で

す
。
も
し
も
の
時
の
為
に
、
あ

な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち

の
方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今

年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容　

（
１
）　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）　
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関

　
　
　

す
る
こ
と

講
習
時
間　

午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本

部受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限　

受
講
し
よ
う

と
す
る
月
の
前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

先　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
８
９
ー
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

５月の消防の動き
●火災発生件数…2件（林野・その他）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 28（３） （　）

　（　）

28（３）
一 般 負 傷 ８（　） （　） ８（　）
交 通 事 故 ４（１） ４（１）

５（　） ５（　）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 45（４） 45（４）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
８
月
８
日（
日
）
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活
い

き生
い

きレシピコーナー
役場では、すべての方が生涯を通じて生き生きと充実し

た生活が営めるよう地域・教育・産業等様々な方々と手を
組み、健康づくりや生きがいづくりを推進しています。健
康づくりには毎日の食生活がとっても大事です。皆様の健
康づくりの参考にしていただきたく、今月より「活き生き
レシピ」を掲載することになりました。

このコーナーは、地元の季節の食材を使った体のために
なるおいしいレシピをご紹介するものです。毎月ご期待の
上楽しくご利用ください。　　　　　　　　〔保健福祉課〕

第1回は「梅」！
梅の主成分クエン酸は体内の代

謝をスムーズにし、疲労や老化を
防ぐ作用があります。

梅雨の時期は湿度も高く、何と
なくだるさを感じ疲れが溜まることが多くなります、そこ
で梅パワーを食生活に取り入れてみてはいかがでしょう。

梅の利用法は色々ありますが、今年は手作りの「梅干し」
を作ってみませんか？

梅干し作りは手間がかかりますが、作り方は結構簡単で、
出来上がった時には一粒一粒がいとおしく思えるようにな
りますよ。

作った経験の無い方も、今が旬の梅を使って「梅干し」
作りに挑戦してみてください。

（材料）梅（黄色く熟したもの）１０ｋｇ
塩（粗塩）２kg（梅の 20％が基本ですが、
15％でも良い）

（作り方）
１、梅は丁寧に水洗いし、ざるにあげ、竹串でへたを取

り、よく水切りをする。
２、保存容器に梅と塩を交互に入れ、上に重石を置く
３、数日で透明な水（梅酢）が上がり始めるので時々梅

が満遍なく漬かるよう容器をゆする。この梅酢が上
がりきったら（約 10 日～ 15 日）重石を取り、梅
雨が明けるまでそのまま保存する（最低一ヶ月は保
存）。

４、梅雨が明け、晴天の続く日を選び保存容器から梅を
出し、ざる等に並べ三日間天日干しをする。朝露の
当たった梅を毎朝必ず上下をひっくり返す。
これで基本の梅干しの出来上がりです。後は煮沸殺
菌した容器に入れ保存します。

出来上がった梅が塩辛いと思う場合は一晩水に浸し塩分
を抜き、一日天日干しにすると良いですが、この場合長期
保存するには冷蔵庫で保存してください。
（一句）・・・梅雨空や　想いにふける　雨も又好し・・・

お元気で夏をお過ごしください。　　産業課より

編 集 後 記
７月、いよいよ夏本番を迎え、子どもたちにとって
楽しい夏休みももうすぐです。
また、11日には高校野球和歌山大会が開幕します。
皆さん、暑さに負けず、この夏を楽しく過ごしてく
ださい。
なお、梅雨末期は集中豪雨が発生しやすく警戒が必
要です。

紀美野町の人口

（平成22年5月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,907人
 …………　男　 5,084人
 …………　女　 5,823人
 …………数帯世 4,638世帯

日   時 イ ベ ン ト 開 催 場 所 問 合 せ 先 （073）
　5日（月）11:00 〜 犬ねこの譲渡講習会【１1日(日)・２5日(日)】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
　7日（水） 移動町長室【２9日(木)】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
〃　 　 図書室開館 中央公民館・文化センター 生涯学習課 489-5915

17日（土）13:00 〜 移動じどうかん　「縁日」がやってくるよ 中央公民館大ホール 青少年センター 489-5909
18日（日）14:00 〜 工作教室「作ろうＭＹプラネタリウム」 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
〃 16:00 〜 りらフェスティバル りら創造芸術高等専修学校 りら創造芸術高等専修学校 497-9111

21日（水) 13:00 〜 行政相談【～１５：００】 中央公民館・美里支所 総務課 489-5912
住民室 495-3471

25日（日） 9:00 〜 パークゴルフ大会「夏」 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915
31日（土）13:00 〜 移動じどうかん   「縁日」がやってくるよ 文化センター木のぬくもり広場 青少年センター 489-5909

〃 18:00 〜 映画「犬と猫と人間と」の上映会
先着100名(申込が必要）　募集期間　7月1日～２０日 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

７月
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８
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日
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開
場　

午
後
６
時

開
演　

午
後
６
時
30
分

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

出
演　

オ
ー
ル
阪
神
・
巨
人

Mr.
マ
サ
ヒ
ロ
・
シ
ン

ク
タ
ン
ク
他

■
主
催　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町
教
育

委
員
会　

和
歌
山
県
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
券
好
評
発
売
中

傾
聴
技
術
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
の
基

盤
を
作
る
上
で
家
庭
・
ご
近
所

で
も
活
か
せ
る
も
の
で
す
。

相
手
の
傍
に
寄
り
添
い
、
そ

の
話
に
静
か
に
耳
を
傾
け
れ
ば
、

相
手
の
瞳
は
輝
き
ま
す
。

も
っ
と
傾
聴
を
知
り
た
い
！

勉
強
し
た
い
方
に
！
講
演
会
を

受
講
し
た
方
を
対
象
に

平
成
22
年
７
月
21
日
（
水
）・

29
日
（
木
）
10:

00
～
17:

00

同
会
場
に
て
研
修
会
を
行
い

ま
す
! !

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ホ
ー

ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会

　

鈴
木
絹
英 

理
事
長

○
平
成
11
年
、
高
齢
者
と
そ
の

家
族
の
た
め
の
心
の
ケ
ア
を

行
う
福
祉
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア

協
会
」
を
設
立
。
日
本
で
初

め
て
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
「
シ

ニ
ア
・
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
」
を
導
入
。
そ
の
た
め

の
養
成
講
座
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
社
会
に
お
け

る
新
た
な
相
互
扶
助
活
動
で

あ
る
「(

高
齢
者
の
た
め
の)

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動

の
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傾聴コミュニケーション学習会「講演会」

よい聴き手になるために
～「聴くこと」で相手の人生・自分の人生を輝かせよう～

日時：平成 22 年７月 10 日（土）
受付：午後１時～
講演：午後１時 30 分～午後３時 30 分
会場：紀美野町総合福祉センター　３階大ホール
講師：鈴木　絹英 氏（NPO 法人ホールファミリーケア協会理事長）

きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内
日　時　平成22年8月1５日(日)
場　所　木の温もり広場
　　　　紀美野町神野市場２１８番地（文化センター内・下神野小学校隣）
事務局　紀美野町商工会　美里支所　ＴＥＬ　073－495－2188
※きみの夏祭りに出演・出店を希望する紀美野町内の方（団体等）は、７月15日(木)までに

事務局まで申し込んで下さい。 申込書は事務所にあります。また、詳細については
事務局にお問い合わせください。　

　（出演・出店希望者多数等の場合は、実行委員会で調整させて頂きます。）

日程・開催場所が決まりました。


